
 研究No.1002

 エスニック集団の定住による居住環境の変容と多文化居住への課題
 バングラデシュからイギリス及び日本への労働力移動のメカニズム

 主査北原玲子*1

 委員大A敏雄*2,ナンディニ・アワル*3

 本研究は、バングラデシュからイギリスおよび日本への労働者移動に着目して、受け入れ国におけるバングラデシュ

 人の集住傾向と住み分け、公営住宅での生活状況と住宅問題から、多文化居住の現状と課題を明らかにするために、タ
 ワーハムレッツ・ロンドン特別区と東京都北区で調査を行った。その結果、定住や出稼ぎを目的として移動しているバ

 ングラデシュ人は、民族的出自の繋がりで集住しており、低所得者や生活弱者向けの情報を共有し、公営住宅や行政サ
 ービス等の地域資源を活用していることが明らかとなった。
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Inthisstudy,theBangladeshis'concentratedlivingsituationandhousingprobleminpublichousingareinvestedtoclarifythepresent
conditionandthesubjectofmulticulturalsocietyinLondonBoroughofTowerHamletsandKita-ku,Tokyowiththemanpower
movementtoBritainandJapanfromBangladesh.Asaresult,itisclarifiedthattheBangladeshiswhoaremovingforthepurposeof
settlementandworkawayfromhomearelivingconcentratedbytherelationofracialfamilyline,sharingtheinformationforlow
incomeearnersordisadvantagedpeople,andutilizinglocalresources,suchashousingbenefitsandservicesfromlocalgovernment.

 1.はじめに

 1.1研究の背景と目的

 貧困や失業など母国での様々な要因によって、移住

 や海外出稼ぎを選び国境を越えていく労働者家族は、

 より良い労働条件や生活環境を求めて居住地を選択し

 ている。そうした国際労働力移動mの流れを受けて、

 欧米の先進諸国や中東およびアジアの新興国では、移

 Rii,',)や海外出稼ぎ労働者隙を受け入れることによっ

 て、安価な労働力を大量に確保してきた。その一方、

 日本では国内産業の基幹となる生産工場の多くが、よ

 り安価な労働力を求めて中国や東南アジアなどに移転

 していく中で、海外からの非熟練労働者の受け入れは

 極めて限定的に行われてきた。

 労働力受け入れ国のプル要因ωや受け入れ政策は、

 国の方針や歴史的経緯により大きく異なり、労働力送

 り出し国から同じプッシュ要因や送り出し政策によっ

 て移動してきた移民や海外出稼ぎ労働者でも、受け入

 れ国側の態勢によって生活状況は大きく異なっている。

 バングラデシュ人という一つのエスニックグループ注5>

 の移動を通して、バングラデシュ移民が受け入れ先進

 国のイギリスでどのように受け入れられ、どのような

 社会問題や住宅問題を抱えているかを把握しておくこ

 とは、日本が将来的に迎えるであろう多文化居住隙の

 あり方を展望するために、非常に重要だと考えられる。

 このような問題意識から、本研究では、バングラデ

 シュとイギリスおよび日本の関係性に着目して、受け

 入れ国におけるバングラデシュ人の集住傾向と住み分

 け、公営住宅での生活状況と住宅問題についての知見

 をまとめ、多文化居住の現状と課題を明らかにするこ

 とを目的としている。

 1.2研究の特徴

 本研究では、国際労働力移動を構成する移民や海外

 出稼ぎ労働者が、独自のエスニックネットワーグ17)を

 活かして連鎖的に移動することから、目的地によって

 送り出し国での出身地に偏りが見られ、受け入れ国で

 もエスニックグループごとに集住を進める傾向がある

 ことに着目している。既報Dでは、バングラデシュか
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 ら日本への移動がムンシゴンジ県出身者に偏っており、

 出身地の居住環境」8)に影響を与えていることを報告し

 たが、バングラデシュからイギリスへの移動も同様に

 シレット県出身者に偏っていることが、バングラデシ

 ュ海外居住者福利厚生・海外雇用省(以下、MEWOE)へ

 の聞き取りで把握できた。そこで、国際労働力移動に

 よる連鎖移民'19)が受け入れ国の居住環境に与える影響

 を明らかにするために、出身地に基づいた地域的特性

 に着目して、バングラデシュからイギリスおよび日本

 への移動を比較研究している。

 1.3既往研究との関連

 これまで建築計画の分野においては、国際労働力移

 動の現象という視点からイギリスおよび日本での移民

 や海外出稼ぎ労働者の居住環境を捉えた研究はない。

 イギリスの居住環境に関しては、堀田ら(2001)や高

 田ら(2011)のように、住宅政策や公営住宅を中心と

 した住宅供給・管理システムをテーマとした研究が多

 く為されてきた。中島ら(1989)はタワーハムレッツ

 で調査を行っているが、イギリスの地域住宅政策や住

 宅管理システムにっいて報告している。日本の居住環

 境に関しては、外国人居住問題として集住地域や集住

 団地での事例研究に留まっている。吉田ら(1996)や

 韓ら(2007)は、関西地方の在日韓国・朝鮮人集住地

 区に着目している。稲葉(2008)は新宿区大久保地区

 の外国人居住を、垣野ら(2010)は神奈川県営いちょう

 団地の外国籍住民を取り上げている。

 国際労働力移動に関わる送り出し国と受け入れ国の

 双方に着目して移民や海外出稼ぎ労働者の居住環境を

 捉えた研究として、イギリスにおけるアジア系バング

 ラデシュ人「]:1°〉、日本におけるバングラデシュ国籍在留

 外国人という特定のエスニックグループに着目した本

 研究は、受け入れ国での集住傾向と集住地域の居住環

 境の変容を、社会に直接関わる重大な問題と捉え、将

 来的な多文化居住問題に備えるための実践試みと考え

 ている。なお既報1)において、バングラデシュに関す

 表1イギリスのエスニックグループ人口の推移yl・11)

      エスニックグルー(千人)2008年2009年08-09増加数08-09増加率(%)
      口1総54,454.754,809.2354.50.7

      リス45,626.045,682.156.10.1
      のエスニッルー8,828.79,127.1298.43.4
      :アルラン'579.5574.2一5,3一〇.9
      の1,879.01,932.653.62.9

      ,:十リ301.3310.69.33.1
      }比:十、アフリ124.3131.87.56.0
      }:十アジア284.8301.616.85.9
      }比:の混229.7242.612.95.6
      ア:ンド1,384.91,434.249.33.6
      ア:ハスン970.01,007.437.43.9
      ア:ハンラテソコ.376.6392.215.64.1
      ア:のアジア366.5385.719.25.2

      リ610.9615.24.30.7
      アブ1767.6798.831.24.1
      の122.3126.13.83.1
      玉430.8451.520.74.8

      の400.5422.622.15.5

      そのエスニッルー比率(%)16.2116.65一一
      ※=ハ,,=,ハ,ア=アソアハこ1アソアハ1ス

 黒=黒人系または黒人系イギリス人,中=中国人またはその他

 る基礎的な情報と送り出し政策にっいてまとめている。

 2研究の概要

 2.1調査対象地

 バングラデシュからイギリスへの移動に関してはロ

 ンドンのタワーハムレッツ・ロンドン特別区(以下、

 タワーハムレッツ区)、バングラデシュから日本への移

 動に関しては東京都北区(以下、北区)を、受け入れ

 国での集住地として調査対象地に選んでいる。

 イギリスは二度の世界大戦を経て深刻な労働力不足

 を補うために、南アジアを中心とした旧植民地から大

 量の移民を受け入れてきた。1999年の欧州連合の共通

 通貨導入で急増した東ヨーロッパからの移民も含め、

 白人系イギリス人を除いたその他エスニックグループ

 は増加の一途を辿っている。表1によると、2009年

 時点でイギリスの人口総数の16.65%(54,809,200人

 中9,127,100人)がその他エスニックグループである。

 アジア系バングラデシュ人は392.200人で、その内の

 42.84%(392.200人中168,000人)がロンドンに、ロ

 ンドンの28.81%(168,000人中48,400人)がタワー

 ハムレッツ区に集住している。タワーハムレッツ区は

 ロンドンの中心部シティ・オブ・ロンドン(以下、シ

 ティ)の東隣に位置しており、ブリックレーンという

 通りを中心にバングラタウン(バングラデシュ街)が

 広がっている。かつては、シティと北海をつなぐロン

 ドンの主要な港湾埠頭として、テムズ川沿いには貨物

 船が停泊するドックが多く建設され、イギリス植民地

 時代から紅茶のプランテーションが盛んだったシレッ

 ト県から、輸送船の船乗りとして多くの労働者が上陸

 してきたことが、タワーハムレッツ区にバングラデシ

 ュ移民が集住するきっかけとなっている。

 一方、移民を受け入れない政策をとってきた日本は、

 厳しい出入国管理を維持しながら、海外出稼ぎ労働者

 を選別して極めて限定的に受け入れてきた。しかし、

 1980年代後半からのバブル経済期、安価な労働力確保

 を求める産業界からの強い要望を受けて、1990年に出

 表2日本の在留外国人人口の推移1臼2)

       国籍(千人)2008年2009年一日加数一日加率(%)
       口総127,066.2127,076.210.00.0

       土玉2,217.42,186.1一31.3一1.4
       アジア1,670.21,688.918.71.1
       バンラデンユ1L411.2一〇.2一1.8
       玉655.4680.525.13.8
       ン'22.322.90.62.7
       ン'・ンア27.325.5一1.8一6.6
       玉・島い589.2578.5一10.7一1.8
       ・パール12.315.3324.4
       ハスン9.910.30.44.0
       フィ1ビン210.6211.7L10.5

       42.642.70.10.2
       ベト41.141.0一〇.1一〇.2

       ヨーロツハ61.961.7一〇.2一〇,3
       アフ112.012.20.21.7
       、'67.766.9一〇.8一1.2
       、'389.4340.9一48.5一12.5
       ラソル312.6267.5一45.1一14.4

       ペルー59.757.5一2.2一3.7
       アニア14.714.2一〇.5一3,4

       ,"、玉箱1.51.4一〇.1一6.7
       在玉撚o1.751.72一一
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 入国管理及び難民認定法を改正し、熟練労働や専門職

 に関する在留資格の拡大と、在留中の活動に制限のな

 い日系二世等の受け入れ注13)に踏み切っている。それと

 共に、研修生および技能実習生制度の拡充が実施され、

 在留外国人数は2008年まで増加し続けてきた。表2に

 よると、2009年時点で日本の人口総数127,076,183人

 の内2,186,121人が在留外国人であり、人口比率は1.7

 %となっている。バングラデシュ国籍在留外国人は全

 国で11,414人、東京都に30.61%(11,414人中3,494

 人)が居住しており、北区に17.89%(3,494人中625

 人)が集住している。北区は東京都の北部に位置して

 おり、戦前は軍事関連施設や軍需工場が集まった工場

 地域として発展してきた。敗戦後は軍関連の施設や工

 場が閉鎖撤退し、その跡地に応急簡易住宅や都営住宅、

 旧公団住宅が建設されていった。住宅需要の減少に伴

 い、都心に近い比較的安価な高層高密度住宅地として、

 在留外国人などの新規住民が入りやすい状況である。

 2.2研究の方法

 本研究ではイギリスおよび日本で現地調査を行い、

 調査の方法は地域調査と住宅調査に大別できる。

 イギリスでの地域調査では、特別区や住宅協会での聞

 き取りと資料の収集、NPO団体での聞き取りと資料の収

 集および業務の参与観察を行っている。住宅調査では、

 タワーハムレッツ区在住のバングラデシュ移民家族の
 ノノタヤぴや

 ぐレうしダげキ

耀警
 複鴇腔禦隠く〆
 ⑩塵激∴㌔ほ

 公営住宅にホームステイをしながら、タワーハムレッツ

 区で移民女性の生活支援を行っているNPO「accounts3」

 の協力のもと、アジア系バングラデシュ人13人に対す

 る聞き取りと住宅調査(平面図作成・写真撮影)を行

 っている。表3・図1・図2によると、住宅調査をした

 13人中11人がタワーハムレッツ区在住であり、本人も

 しくは家族がシレット県出身である。13人中9人が移

 民二世または三世であり、13人中10人が既に独立し自

 分の家族を持っており、配偶者はシレット県から呼び

 寄せている。また、13人中4人がイギリス生まれであ

 り、幼少期に移動してきた13人中5人の居住年数は23

 年から28年と長期に渡っていることから、定住を目的

 とした国際労働力移動となっている。

 日本での地域調査では、区やUR都市機構での聞き取

 りと資料の収集、自治会での聞き取りと資料の収集お

 よび業務の参与観察を行っている。住宅調査ではバン

 グラデシュ国籍在留外国人11人に対する聞き取りと

 住宅内部の調査(平面図作成・写真撮影)を行ってい

 る。表4・図3・図4によると、住宅調査をした11人

 中8人が北区在住であるが、出身地はムンシゴンジ県

 に限らず多岐に渡っている。親族や友人という繋がり

 はあるが、出身地の繋がりを意識している調査対象者

 は少なく、既報Dのようなムンシゴンジ県からの連鎖

 移民は見受けられない。11人中8人が永住者の在留資

 格を取得した移民一世であり、11人中10人がバングラ

 .詩ヤ・.・`…インド爵

 ㌦シレット県

 ㌧.力県ε》①
嬢曾暦
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 ベンガル湾1':

 ①出身者数ミヤンマー
 図1バングラデシュでの図2ロンドンでの居住地の分布

 出身地の分布

 表3イギリスでの調査対象者の属性

         No性歳国籍・ビザ世代出身地(家陶来英年(家族)在留年数(家族)居住地
         ①男27イギリス移民二世M区(S県)一(1981)一(29年)Tll区

         ②男28バングラデシュ定住権移民三世S県198525年T田ス:
         ③女28バングラデシュ定住権移民二世S県198525年TH区
         ④女40バングラデシュ定住権移民二世S県198228年T日区
         ⑤女30バングラデシュ移民一世S県200010年TH区

         ⑥女35バングラデシュ定住権移民二世S県198723年TH区
         ⑦女28バングラデシュ移民一世S県20028年TII区
         ⑧女37バングラデシュ移民一世D県20028年TH区
         ⑨女18イギリス移民三世田区(S県)(1974)(36年)TH区
         ⑩女42イギリス移民二世1℃市(S県)(1966)(22年)Tll区

         ⑪女38バングラデシュ定住権移民二世S県198921年TH区
         ⑫男26バングラデシュ移民一世D県20073年BD区
         ⑬女33イギリス移民二世m区(S県)(1975)(35年)M1区
 ※バングラデシュ・シレット県=S県,バングラデシュ・ダソカ県=D県

 タワーハムレソツ・ロンドン特別区=TH区,ニューハム・ロンドン特別区=NH区
 パーキング&ダゲナム・ロンドン特別区=BD区,イギリス・ランカスター=LC市

 練駆①

膳鑓
 図3バングラデシュでの図4東京都での居住地の分布

 出身地の分布

 表4日本での調査対象者の属性
         No性歳国籍・在留資格世代出身地来日年在留年数居住地

         ①男39バングラデシュ永住者移民…世M県200110年北区
         ②男32バングラデシュ来日一世P県20047年北区

         ③男43バングラデシュ永住者移民一世CG県198922年北区
         ④男27バングラデシュ来日一世RP県20038年北区
         ⑤男3ユバングラデシュ来i日一世D県200011年北区

         ⑥女33バングラデシュ永住者の配偶者等移民一世CP県正997M年北区
         ⑦女24日本(帰化)移民二世D県199219年北区

         ⑧男45バングラデシュ永住者移民一世D県199318年北区
         ⑨男37バングラデシュ永住者移民一世D県199318年足立区
         ⑩男46バングラデシュ永住者移民一世BR県198922年足立区
         ⑪女29バングラデシュ永住者の配偶者等移民一世RH県20038年練馬区
 ※バングラデシュ・ムンシコ'ンジ県=M県,バングラデシュ・ハンチャガル県=P県
 バングラデシュ・チッタゴン県=CG県,バングラデシュ・ラングフール県=RP県
 バングラデシュ・ダッカ県=D県,バングラデシュ・チャンドフール県=CP県
 バングラデシュ・ブラモンバリア県=BR県,バングラデシュ・ラジシャヒ県=剛県
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 デシュから配偶者を呼び寄せて自分の家族を作ってい

 る。既報Dで調査した単身で移動した帰国者とは異なり、

 定住を視野に入れた国際労働力移動へと移行している。

 3ロンドンと東京都での集住傾向と住み分け

 3.1エスニックグループと在留外国人の分類

 イギリス統計局による人口統計では、表1のように、

 白人系・混血系・アジア系・黒人系・中国人系の5種

 類にエスニックグループを大別した上で、さらに出身

 国や出身地域に基づいて16種類に細分化している。バ

 ングラデシュ移民に関しては、アジア系バングラデシ

 ュ人阻1)という項目に分けられている。

 日本法務省入国管理局による在留外国人統計では、

 表2に示すように、アジア・ヨーロッパ・アフリカ・

 北米・オセアニア・南米の6大陸で大別した上で、国

 籍別に基づいて189ヵ国に細分化している。本研究では、

 既報2)と同じく、ヨーロッパ・北米・オセアニアの先

 進諸国を除いた国籍別全国総数上位12ヵ国と無国籍・
 その他に対象を絞っている。

 3.2ロンドンのエスニックグループ

 表6によると、イギリスの人口総数の14.15%

 (54,809,200人中7,753,600人)がロンドンに居住して

 おり、そのうち40.48%(7,753,600人中3,139,100人)

 がその他エスニックグループである。さらにインナー

 ロンドン注15)では、その他エスニックグループの人口比

 率が44.97%(3,061,100人中1,376,600人)と非常に

 多く、アウターロンドン注16)の37.55%や全国の16.65

 %に比べてその他エスニックグループが集中している。

 特に、アジア人系バングラデシュ人に関しては、全国

 の42.84%(392,200人中168,000人)がロンドンに居

 住しており、そのうち28.81%(168,000人中48,400人)

 がタワーハムレッツ区に集住している。

 それ以外のエスニックグループに関しては、図6の

 ように、アジア人系バングラデシュ人とは異なった地

 域に集住傾向が見られ、民族的出自に基づく住み分け

 が顕在化している。インナーロンドンでは、アジア人

 系パキスタン人がニューハム、黒人系カリブ人がルイ

 シャム、黒人系アフリカ人がサザークに集住している。

 アウターロンドンでは、白人系アイルランド人がプレ

 アジア系またはア潮z素イギリス入1賓ンド人
 人系:「ゲイルランド人

醇鴛

 中国ホ糸毒撫養その他:中国木
 アジア系またはアジァ系イギリ冬人

 'ウエズト疑ニダワー胸

 サザーク・一'
インナー

 ルイシ棉"

 図6ロンドンのエスニックグループの分布

 表6ロンドンのエスニックグループ人口}ll17)

                     エスニックグループ・特別区(千人)人ロ総数白:イギリス人その他エスニックグルー
                     白:アイルランド人白:その他白人混:白人+黒人カリブ人混:白人十黒人アフリカ人混:白人十アジア人混:その他混血人ア:インド人ア:パキスタン人ア:バングラデシュ人ア:その他アジア人黒二黒人カリブ人黒:黒人アフリカ人黒:その他黒人中二中国人中:その他合計

                     1ス54,809.245,682.1574.21,932.6310.6131.8301.6242.61,434.21,007.4392.2385.7615.2798.8126.1451.5422.69,127.1
                     エスニツルー照ノo100.0083.351.053.530.570.290.550.442.621.840.720.701.121.460.230.820.7716.65
                     のエスニッルー灘,。一一6.2921.173.401.4!13.302.6615.7111.044.304.236.748.751.384.954.63100.00

                     ロンン7,753.64,614.6169.1622.378.842.279.473.9480.0215.1168.0157.4308.2412.364.0137.6130.73,139.0
                     ンーロン'ン3,061.11,684.470.0286.135.219.130.632.6145.269.8115.261.6148.7201.933.067.959.71,376.6

                     テン231.2132.16.123.42.0L32.52.813.54.510.04.94.810.71.35.16.199.0
                     ソティ・・ロン'ン11.56.90.22.40.10.00.10.10.50.10.30.10.10.30.00.10.34.7
                     ハツニー216.0IlO.44.720.33.0L62.02.410.13.96.63.215.319.84.24.93.7105.7
                     ハンマースミス&フルハ169.7106.75.316.9L81.0L81.76.92.91.82.26.37.61.42.52.963.0
                     パー1ン225.5115.67.326.93.01.52.72.79.04.33.84.414.918.22.84.24.3110.0

                     1ンン191.8ll5.76.117.62.11.21.82.28.02.74.42.97.110.71.63.83.775.9
                     ンンンン&チエルソー169.996.44.325.21.51.02.02.19.42.91.72.54.06.20.94.74.973.3

                     ランベス283.3160.85.924.54.22.02.63.010.24.73.23.421.323.84.35.43.9122.4
                     ルソヤ264.5150.76.418.04.31.92.32.87.63.82.53.922.823.04.56.43.7113.9
                     ニユー帥'、241.292.32.912.53」1.62.52.623.519.219.910.414.023.02.95.35.6149.0

                     一285.6160.15.822.43.42.02.53.011.54.54.43.616.229.O4.47.75.1125.5

                     ワーハレツツ234.8U1.93.119.01.91.02.21.68.33.748.411.45.38.61.33.73.6123.1
                     オンスワース286.6188.36.026.42.81.32.62.511.06.52.44.210.21L12.05.04.498.4
                     エスミンスー一249.4136.65.930.62.01.63.23.215.75.95.94.56.49.91.49.17.6112.9

                     アーロンン4,692.42,930.299.1336.243.723.148.741.2334.8145.352.895.8159.4210.431.069.771.0ユ,762.2
                     ハーン&175.6118.62.38.11.91.01.51.36.75.73.72.74.710.71.33.22.357.1
                     パー、ツ343.1204.07.933.02.52.04.03.628.77.83.56.97.015.51.86.88.1139.1
                     ベスレー225.9181.12.98.61.50.8L41.27.31.31.21.73.58.41.02.61.645.0
                     レン255.597.312.422.32.71.72.92.836.413.92.99.220.117.83.2455.3158.1
                     口1一310.2245.84.414.92.61.12.4L97.22.41.62.47.29.71.42.62.564.3

                     ロン342.8207.05.818.85.01.94.13.620.21LO2.86.422.720.43.75.53.7135.6

                     一1ン316.6158.19.730.43.21.74.23.240.912.82.89.1ユ2.313.82.05.37.1158.5
                     ンフィール'291.2167.56.734.53.31.73.33.013.44.14.66.114.617.92.83.74.3124.0
                     1ニツソ226.1149.53.714.02.51.52.01.99.93.42.52.77.515.12.14.83.276.8

                     パー口228.1ll正.16.918.31.91.12.62.236.411.02.18.98.19.21.33.43.7117.1

                     ハア1ン234.1195.93.08.41.30.61.11.14.82.41.91.73.05.40.61.5L338.1
                     ヒ1ン'ン262.5170.66.119.62.01.02.92.123.76.92.15.24.97.4LO3.53.591.9
                     ハンスロー234.2129.44.417.71.81.03.12.329.915.92.56.24」7.41.03.53.9104.7
                     ンスン・ア'・ン・テス166.7119.62.712.31.00.7L7L47.43.31.13.42.43.50.52.53.247.1

                     マーン206.4129.04.317.42.0LO2.32.09.75.72.35.37.38.71.44.63.377.3

                     レツ'1ツソ267.7140.64.915.52.8L43.02.328.617.68.57.910.615.21.93.632127.0
                     1ッチモン・ア'・ン・テス189.0138.43.917.61.10.71.9L57.32.41.11.81.93.50.5L93.450.5
                     ツン192.2147.13.19.71.50.71.81.35.82.61.02.93.45.30.72.22.944.9
                     オル・フォレス224.3119.84.015.23.0L52.52.510.515.04.55.314.215.22.94.04.3104.6

 ※白=白人系,混=混血系,ア=アジア系またはアジア系イギリス人,黒=黒人系または黒人系イギリス人,中=中国人系またはその他
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 ント、アジア系インド人がイーリングに集住しており、

 イギリスに移動した時期が早いエスニックグループほ

 ど、都心の過密居住を避けて郊外に移住している傾向

 がある。

 3.3東京都の在留外国人

 表7によると、日本の人口総数の9.85%(127,076,183

 人中12,517,299人)が東京都に居住しており、そのう

 ち3.26%(12,517,299人中408,284人)が在留外国

 人である。さらに、区部では在留外国人比率が4.02%

 (8,451,067人中340,130人)と、市部の1.69%に比べ

 て割合が多い。バングラデシュ国籍在留外国人に関し

 ては、全国の40.10%(11,162人中4,476人)が東京

 都に居住しており、その内の13.96%(4,476人中625人)

 が北区に集住している。

 それ他の国籍の在留外国人に関しては、図7に示す

 ように、バングラデシュ国籍在留外国人とは異なった

 地域に集住傾向が見られ、民族的出自に基づく住み分

 けが顕在化している。インドネシア、韓国・朝鮮、ネ

 パール、タイが新宿区、パキスタン、フィリピンが足

 立区、中国、インドが江戸川区、ベトナムが大田区で

 割合が高くなっている。また、在留外国人数が最も多

 い中国は、江戸川区の他に新宿区や豊島区でも同様に

 集住傾向を示している。その他にも韓国・朝鮮は足立区、

 フィリピンは大田区と、人数が多い国籍に関しては複

 数の集住地が存在する。新宿区は1980年代から新大久

 保を中心に多国i籍の在留外国人が集住してきたが、そ

 の他の区には1990年代以降に来日したアジア諸国から

 のニューカマーが分散している。

 4タワーハムレッツ区と北区での集住傾向と住み分け

 4.1タワーハムレッツ区のエスニックグループ

 タワーハムレッツ・ロンドン特別区による人口統計

 では、アジア系バングラデシュ人が人口総数の33.43%

 (196,095人中65,549人)を占めている。区内におい

 ては集住傾向に偏りが見られ、表8によると、特別区

 内の17地区のうち、スピタルフィールド&バングラタ

 ウン(以下、バングラタウン)では57.98%(8,407人

 中4,874人)がアジア系バングラデシュ人である。バ

 ングラタウンに隣接したホワイトチャペルでも51.64%

 (12,084人中6,240人)と高い数値を示している。

 図8によると、地区別その他エスニックグループ比

 率は、17地区中13地区で50%以上となっており、ロ

 ンドンの40.48%に比べると、タワーハムレッツでのエ

 スニックグループの混住はかなり進んでいる。中心市

 街地の西部ではアジア系バングラデシュ人比率が高い

 一方で、既成住宅地の北部ではボウイーストの9.95%

 やボウウエストの13.61%、港湾埠頭の南部ではブラッ

 クウォール&キュビットタウンの17.30%やミルウォー

 インドネシア,韓国・朝鮮
 ネパール,タイ

 図7東京都の在留外国人の分布

 表7東京都の在留外国人人ロd[8)

                         国籍・地域(人)人ロ総数日本在留外国人

                         アジアヨーロツパアフリカ北米オセアニア南米無国籍・その他合計                         バングラデシュ中團イン9インドネシア韓圖・駕欝ネバールバキスタンフイリビンタイベトナムブラジルペルー
                         日127.076183121,S90,0621,6S8,865H,162680,51822,85825,54657S,49515,255iG,2952U,71642,6861LOOO61,721王222666,87611,179310,857267,・15657,4611,3972.186」21
                         王緒男吐単100009S.28133001O.5i0020020.460010010170030030050010.05OOl0270.21005000172

                         在留外国人比率(%)一一77250513113105117264607004796S195lSS2.8205630606515591223263006100.00
                         一、呆12,517,29912,109,01531Ll743,・176145,3209,ll82,Sl9117,5675,0831,1273L9746,9073,24626,5682,9S724,0165,1108,185・L4232,303214108,281
                         区部8,151,067S,110,9372Sl,91S3,080121,516S,6312」6099,8654,3851,21824,5055,6132,35923,6952,29020,0514,183L4922,70566S168340,130
                         干代田区46,∩60・13,350Σ,72・16SlO1368・1773526333585SOLO307602717322,710

                         区1101702105,S253,661301,70530927L1206211135661360122132101512S864,877
                         区198,859176,50r10,058912,951912ll73,6526095998197ll4,8S21875,6551,028528367131622,35・1

                         響rf勇x28LO37247ド;8229,29521610,0372622三qu,篤玉F三卿38S965肌1582,425941,110265319185371733,555
                         文呆区lS7,909180,7305,950302,535157392,31692920913511360113137S461421037,179
                         ロ東区165,205153,3SS10,977161,287518264,6651162176322156ni2628055633;7211,Si7
                         塑田区235,571226,3718,5631593,8596S202,39151241,31S38132302721503S74471219200
                         江、ξ区136,795418,13117,170978,5879091115,07391671,1773197261272453U820093479工8,664
                         品川区315,113333,5809,50SS63.Sll73S11工2,61s35766S811571751,0297882920817796291ll,833
                         目黒区252,Sl5241,S661,953511,193209226L5S919139656120391,378941,061356130611517,979
                         田x671,891653,66015,7102066,7373831671,170199762,217379主Il銭9561M7571594823126・12318,231
                         田谷区830,103s14,39910,519793,6601121121,30111243S772051232,3461671,932415260121ll5151704

                         渋谷区195,913lS1,7655,295421,S62ユss511βs614517381175S62,636ll12,32257919512320711,14S
                         甲野区31〕0,001288,31510,02579工,07521S62'1,019271151362115370S9652216513773183U,656
                         1ジ'区『26,011511,5699,300823,6S6127693,51143{355652ユ1778287・19121771798531511,175
                         豊勘区213,162226,29915,6S21679,340120733,76633S35115233125670804761331135722917,163
                         北区319,IS6303,65614,603}:258,09S172653,48111035973L456731874246SO20514827415,530
                         汽川区lS1,20716δ,19815,037915,56179267β591593666515062200912753763129315,709
                         稿区515,791198」6616,2611769,115llls54,250126951,46123885・17115838976257140361017,625

                         ¥剰,区6S9,1S7675,452lL97210・14,74527313・14,704200719792508S60814866112121511222713,735
                         ,}上ムス635,080611,85822,0021677β061031408,92996浮33,h舵39917433420727653340255541023,222
                         葛印区BO,173115,99813,3912476,25011353・1,10371861,563231HS219!6018912137862571董,175
                         江戸測区619,633625,01423,22920010,窪7G2,1部1236,1041531392,829136133517106317103276148851124,589

                         3,978,6893,911,45255,53538323,66277361317,5436911767,1861,2678752,8666903,9176233,5621,6511,5764467,237
                         町・ロ87,54386,626691131421116159732S327127775413167592917
                         四!煮59,03558,33950313129115797321018125653212664581696
                         鋳。28,50828,2871SS0130ll800073902122253L1221
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 ルの15.71%と明らかに低い。また、北部では黒人系、

 南部では中国人系の人口比率が、他の地区に比べて高

 いことから、エスニックグループの住み分けが集住と

 同時に進行している。

 4.2北区の在留外国人

 表7では北区の0.20%(319,186人中625人)がバ

 ングラデシュ国籍在留外国人と示されているが、表9

 ではバングラデシュ国籍在留外国人の数値は把握でき

 ないため、その他の在留外国人に含まれるとして分析

 する。表7によると、北区の在留外国人比率は4.87%

 (319,186人中15,530人)で、バングラデシュ国i籍在留

 外国人は中国、韓国・朝鮮、フィリピンに次いで割合

 が多い。表9a図9によると、地区別在留外国人比率は、

 田端新町で8.11%(6,929人中562人)と極端に多い害1」

 合を示している以外、田端の4.74%、赤羽南の4.29%、

 中里の4.19%と続いており、赤羽台の1.06%が最も低

 い割合となっている。調査対象者の聞き取りでバング

 ラデシュ国籍在留外国人が多いとされていた東十条は

 4.10%、王子は2.47%、豊島は1.93%に留まっている。

浮間
2.86%

 、羽北
2.26

 が丘
1.99%

 西ケ原
2,17%

豊島
1.93%

 図9北区の地区別在留外国人の人口比率

国
町

中
断

ボウイース
34.97%

 ボウウエスド〔9.95%》
 黒人系または
 黒人系イギリス人  表9北区の在留外国人人口注20)

                               スネルグリー3729%缶蝕。イル諜騨イルエン旨纐欝1・(35.0690'ズイーストインーイテップニーグ1一ン&ランスブリー53.44%ライム八ウス地区(人,世帯)人口総数日本人在留外国人                               イーバース57.11%(37.28%),"スネルグリー'(29・9396(33・326ローブタン52.280ロンリーノて韓国・朝鮮中圖フィリピンタイインドネシアベトナムブラジルペルーその他(バングラデシュ含む)合計

                               ピフィバングラタウ'7ス6フ%79°ホワイト7221%0ウス68.63%ルド(48・33°∠セントダンス&。60.86%(28.16%ロウオルウン330,412321,5032,4284,1455441003221ll541,5208,909                               害1ロ用100.0097.300.731.250.160.030.010.010.033.480.462.70

                               地区20,18119,6831431964291一5一102・丘98

                               (51、イント立島31,02830,42S18S23375931218S600                               43.20%)口9,6139,4514669122一一2130162

                               シヤドウェル55.03%68.72%(29.580!)(49.10%1余12,77712,253633124362一8一90524                               5,8595,66569728一一一一一45194
                               犀2,6132,506206431一一1一18107

                               8,8098,5173618016121一一56292
                                                              テムズ川口1,0911,078362一一一一一213

                               ,6,4106,247278811312一一31163

                               ヤサリン&ワッピン50.80%(24.72%)アジア系またはアジア系イギリス人:バングラデシュ人中国人系またはその他13,48513,llO9119819一11一一65375                               谷1・1,91214,547工05レ17326一一一　75365

                               ラツク&キュビ・・トこルウ・一'箒搬},、噺亀9,4539,09511615139一一一6　46358                               、7〆1487,300685992一一一一10148
                               ,、「、16,72916,297153168256L46一69432
                               心戊19,36519,04397145298一一6一:37322
                               石}4,2024,121124361一一3一16S1

                               ・※上段の数字がその他エスニックグループの人下段0内の数字がアジア系バングラデシュ人の'、亀、口9,7469,6431843103一一3一26103
                               ,、、94,2444,0624586202一一一一29182                               48.35%{15.7{%}率庶,、、髄14,45614,129901461311327一46327                               洋日19,92119,3522022204354一16一79569
                               ケ7,1837,0763358724}一一3107

                               }17131,73831,0362182953264282135702
                               ケ」16,36316,008100170106113一64355
                               、2,6712,6211032一一一一一一850

                               6,7516,546279472114}69205

                               図8タワーハムレッツ区の地区別その他エスニックグループとアジア系バングラデシュ人の人ロ比率表8タワーハムレッツ区のエスニックグループ人ロ注19)
                               6,7986,5136915752221一47285

                               口2,7722,706123041一一一一1966
                               1而6,9296,36716830573412一72562

                               下田・而3〆1143,29014825一一一1一22124
                               田1而13,45112,8131852961013一2lI一121638

                               

                               エスニックグループ・特別区(千人)人ロ総数白:イギリス人その他エスニックグルーブ                               白:アイルランド人白:その他白人混:白人+黒人カリブ人混:白人十黒人アフリカ人混:白人十アジア人混:その他混血人ア:インド人ア:パキスタン人ア:バングラヂシュ人ア:その他アジア人黒:黒人カリブ人黒:黒人アフリカ人黒:その他黒人中:中國人中:その他合計
                               タワーハムレッツ区196,09584,1513,82712,8181,5487991β291,2073,0011,47765,5491,7555,2146,5979173,5832,323111,944
                               e「1ムo'100.0042.911.956.540.790.410.680.621.530.7533.430.892.663.360.471.831.1857.09

                               地区ベスナルクリーンノースlL7505,186267713109309689167953,9159333936947121ll46,564                               マルエン'ローンll,8175,63924164890526974206793,537119300449461311376,178
                               ウィーバーズll,6905,014288618103478062117674β581402243486185786,676
                               ベスナルグリーンサウス13,6724,289227705866780821641286,608137287466601571299,383

                              スヒルフィール'バンラウン8,4071,877125547293335681591134,874LO91001892466596,530
                               ンンスンスステッニーグリーン12,6634,95620749271429345194795,47113424134870106ll47,707
                               ホワイトチャペル12,0843,358198774445772662561586,240198179229451061048,726
                               シヤドウェル12,0603,77222268940399341170995,922135254252331741258,288

                               ンヤ1ンワッヒン11,2505,5352781,32451391075823559278174168204341841195,715
                               ボウイースト8,8145,732233477ll9386563128498773547428455100853,082
                               ボウウエスト10,4386,546227647124546668196531,42145415307・韮2144833,892
                               ブロンリーバイロゥ11,5763,882169483171585798173824,63970467701932411927,694
                               マイルエンドイースト11,1134,356215530151596275205793,896117478539741221556,757

                               一スンティアランス1_11,4955,352211464117676950126873,23765461629872612126,143
                               ライムハウス12,4645,60522588797589179135823,68783314516583382096,859

                               ラツオールユツウン11,9116,3941931,194643082831741172,061103223397295582095,517
                               ミルウォール12,8916,6583011,6268229112106196512,0259829037059689董996,233
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 なお、表9の区分では、北区の地区別でのバングラデ

 シュ国籍在留外国人の集住傾向と在留外国人の住み分

 けを読み取るには不充分であるが、中国人は田端新町、

 韓国・朝鮮人は浮間と滝野川、フィリピン人は豊島に

 比較的多く居住している。

 5バングラデシュ人の居住環境

 既報2)において、イギリスの住宅問題として連鎖移

 民による公営住宅での過密居住注2D、日本の住宅問題と

 して在留外国人に対する民間賃貸の入居拒否を報告し

 ている。住宅調査における調査対象者が、イギリスで

 はHousingAssociation住宅(以下、HA住宅)「ll22)、日

 本ではUR賃貸住宅に偏っていることから、公的な住宅

 での居住状況に着目して分析を行っている。

 5.1タワーハムレッツ区のバングラデシュ人

 5.1.1イギリスへの移動の経緯

 タワーハムレッツ区で住宅調査をした調査対象者は、

 13人中11人が自身もしくは親世代がシレット県出身で

 ある。表12によると、来英の目的はシレット県出身者

 の11人中5人が家族呼び寄せであり、結婚の2人以外

 は祖父や父が就労を目的としている。ダッカ県出身者

 の2人は夫または本人の進学を目的としていることか

 ら、シレソト県出身者とダッカ出身者では移動指向が

 異なっている。シレット県出身者は家族を養うための

 手段として捉えており、ダッカ県出身者は家族のステ

 ップアップのきっかけと考えている傾向がある。また、

 シレット県出身者は一家の長である父親または祖父が

 先に単身で出稼ぎに来ており、仕事が定着して生活基

 盤が整った上で家族を呼び寄せる場合が多い。

 5.1.2イギリスでの経験

 表13の現在の職業によると、自身の家族を持ってい

 る9人中7人が共稼ぎであるが、低所得者層向けの公

 営住宅またはHA住宅に居住していることを踏まえると、

 世帯単位での収入が少ないことが推察される。現在の

 家族構成によると平均世帯人員が4.2人であり、タワ

 ーハムレッツ区の平均世帯人員2.5人を上回っている

 ことから、多世帯居住や扶養児童の多さを示している。

 現在の住宅所有形態によると、全体で13人中12人が、

 表12来英前の状況と来英の経緯

     No来英前の職業(家族)来英の目的(家族)来英の動機(家族)来英時の家族構成

     ①(父は船乗り)(家族呼び寄せ)(同郷の親戚が仕事を紹介)父(1987年に母と姉を呼び寄せ)

     ②(父は学生)家族呼び寄せ(先に来英していた父と叔父に合流)父,叔父(1985年に母と姉と本人を呼び寄せ)
     ③(父は工場作業員)(就労)(同郷の親戚が仕事を紹介)父母,姉,本人
     ④学生(父は先生)(就労)(同郷0)親戚が仕事を紹介)父母,兄,姉,本人
     ⑤学生結婚同郷の親戚を介してお見合い夫の母,夫,夫の姉夫婦
     ⑥学生(父は船乗り)家族呼び寄せ先に渡英していた父に合流父(1987年に母と本人と弟を呼び寄せ)
     ⑦学生結婚同郷の親戚を介してお見合い単身(夫は移民二世でイギリス生まれ)
     ⑧大学講師夫の進学夫が博士課程に進学夫,本人,子ども1人
     ⑨(祖父は船乗り)(家族呼び寄せ)(不明)祖父(1980年に祖母と父と叔父が呼び寄せ)
     ⑩(父は工場作業員)(就労)(同郷の友人が仕事を紹介)父母
     ⑪(父は二L場作業員)家族呼び寄せ先に渡英していた父に合流父(1989年に母と兄姉と本人を呼び寄せ)
     ⑫学生進学修士課程に進学妻,本人
     ⑬(父は船乗り)(就労)(同郷の友人が仕事を紹介)父母

 表13現在の職業と居住状況

        No現在の職業現在の家族構成(歳)割当て住宅(所有形態,居住年数,住戸タイプ,寝室数)住宅補助公営住宅購入権住民組織への参加
        ①NPOフルスタッフ祖母,母,兄,本人,妹3寝室T闇公営住宅,16年,メゾネット(専用庭付き),3寝室なしモーゲージ利用(£915/月)なし(コミュニティガーデンの利用σ)み)
        ②NPOパートスタッフ本人1寝室HA住宅,5年、フラット、1寝室家賃の40%(家賃は£55.97/週)なしなし
        ③病院パートスタッフ(夫は会祉員)夫,本人,娘(5),娘(2)2寝室HA住宅,6年,フラット(専用庭付き),2寝室なしモーゲージ利用(約磐oo/月)なし
        ④無職(夫と死別)本人,息子(25),息子(23),女良(17),女良(15),な良(9)4寝室HA住宅,3年,トリプレット(専用庭付き),4寝室なしモーゲージ利用(約£1,000/月)なし
        ⑤主婦(夫は交通安全取締官)夫の母,夫,本人,息子(7)3寝室IIA住宅,3年,トリブレット(専用庭付き),3寝室なしモーゲージ利用(£1,200/月)なし
        ⑥.きR)パートスタッフ(夫はタクシr運伝手)夫,本人,息子(6),息子(2)2寝室HA住宅,3年,メゾネット(専用庭付き),2寝室家賃の40%(家賃は約£HO/週)なしなし
        ⑦小学校ハート指導助手(夫は広告代理店経営)夫,本人,娘(6),息子(2)3寝室BA住宅,8年、フラット、正寝室家賃の47%(家賃は約£50/週)なしなし(子どもσ)交流イベントへの参加のみ)
        ⑧保育園フル指導助手(夫は会社員)夫,本人,娘(9)2寝室IIA住宅,3年、フラット、1寝室なし(市民権がないため)なしなし
        ⑨保育園パート指導助手(兄は会社員)兄夫婦,息子(3),兄,本人4寝室HAl主宅,3年,メゾネット(専用庭付き),3寝室家賃の40%(家賃は約£130/週)なしなし
        ⑩小学校パート指導(夫は肉屋経営)夫,本人,息子(22)、娘(20),娘(17),息子(15),娘(11)4寝室BA住宅,13年,メゾネット,3寝室なしモーゲージ利用(約£1,loo/月)なし
        ⑪主婦(夫は工員)夫,本人,娘(15),息子(12)3寝室m住宅,13年、フラット、2寝室なしモーゲージ利用(約劔oo/月)なし
        ⑫大学院生(妻はNPOパートスタッフ)本人,妻1寝室民間賃貸住宅,1年、フラット、1寝室なし(市民権がないため)なしなし
        ⑬不動産会社経営夫,本人,娘(5),息子(4)、娘(2)3寝室HA住宅,2年、フラット、3寝室家賃の・10%(家賃は約£110/週)なしなし

 ※タワーハムレッツ・ロンドン特別区=TH区,ニューハム・ロンドン特別区=N[1区,パーキング&ダゲナム・ロンドン特別区=BD区
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 タワーハムレッツ区に限っては11人全員が公営住宅ま

 たはHA住宅という公的な住宅に居住している。家族構

 成を見ると、平均世帯人員が4.2人であり、タワーハ

 ムレッツ区平均2.5人注23)を大幅に上回っており、扶養

 家族が多い傾向がある。世帯人員が多いことから、入

 居が申請できる住宅の割り当て寝室数1-24)は12人中10

 人が3寝室以上となっており、公営住宅が最も多く供

 給している2寝室(39.5%)～125)では寝室数が足りない

 場合が多い。調査対象者の寝室数と割り当て寝室数を

 照らし合わせると、12人中5人が寝室数が不足してい

 る過密居住と判断できる。

 また、公営住宅またはHA住宅に住んでいる12人中5

 人が住宅補助1・26)を受けており、12人中6人がモーゲ

 ージを利用して公営住宅購入権127)を行使している。⑧

 ⑫以外の、シレット県出身で自身または配偶者がイギ

 リス国籍や市民権を取得している10人は、定住者の特

 権として低所得者層向けの住宅や福祉の行政サービス

 を受けている。その一方で、公営住宅およびHA住宅に

 おいて、居住環境の自主管理の役割を担っている住民

 組織への参加は見られない。自らの居住環境を改善す

 るという意識は少なく、コミュニッティガーデンの利

 ・'讐'ア

 ・・…會…・・鉄道駅

一一一鯵一一一地下鉄駅

 図12調査対象者⑦の生活拠点

 醗塗壽,

 図13フラット式HA住宅図14調査対象者⑦の寝室

灘

 用や子どもの交流イベントへの参加といった個人的な

 活動に限られている。

 5.1.3タワーハムレッツ区の調査対象者⑦の居住環境

 調査対象者⑦はホワイトチャペル駅から徒歩5分の

 HA住宅に、住宅補助を受けて8年間入居している。図

 12のように、本人は娘が通っている自宅から徒歩3分

 の小学校にパートタイムで働いており、息子の保育園

 への送り迎えを含めて日常的に徒歩で移動している。

 同じシレット県出身の友人と週1回習っているコミュ

 ニティセンターでのエアロビクスや、毎週金曜に通っ

 ているモスクにも徒歩で移動しており、地下鉄やバス

 などの公共交通は週末家族で出かける以外はほとんど

 利用していないという。ハラルフードは徒歩20分のバ

 ングラタウンの店で購入しており、夫が経営している

 会社も同じ地区にあるため、家族での買い物や外食を

 目的によくバングラタウンに通っている。子ども2人

 は公立の保育園と小学校に通っているため英語しか話

 せず、夫婦間のベンガル語以外は自宅ではほぼ英語を

 使って会話している。妻は近所のバングラデシュ人の

 子どもを集めて、自宅で週1回アラビア語教室を開い

 ている。

 HA住宅は図13のような4階建て階段室型のフラッ

 ト式住宅注28)であり、図15のようにキッチン・ドロー

 イングルーム・浴室兼トイレ、1寝室がある。8年前の

 入居当初は夫婦2人で割り当て寝室数は1寝室であっ

 たが、現在は家族が増えて夫婦と子ども2人(娘6歳、
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 図15調査対象者⑦の住宅:平面図
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 息子2歳)の4人世帯で、寝室の割当ての基準によれ

 ば、夫婦に1寝室、男女の子どもに各1寝室、合計で3

 寝室が求められる。現在は子どもが幼いため1寝室に4

 人で就寝しているが、将来的には、ドローイングルー

 ムで使っている部屋を寝室にするか、3寝室の住宅に転

 居するかの検討が必要とされる。

 5.2北区のバングラデシュ人

 5.2.1日本への移動の経緯

 住宅調査をした11人中4人がダッカ県出身であり、

 その他の出身地も個別の県に広がっているため、既報D

 のようにムンシゴンジ県からの連鎖移民は見られない。

 表14によると、来日前の職業は11人中8人が学生で

 あり、来日の目的は11人中8人が日本語学校を経ての

 大学や専門学校への進学となり、ステップアップを目

 的としている。来日時の家族構成は11人中10人が単

 身であるが、その後、11人中7人が結婚をきっかけに

 バングラデシュから配偶者を呼び寄せており、日本で

 生まれた子どもの多くは既に学齢期に達している。11

 人中10人が来日時から合法的な在留資格を所持してお

 り、観光で入国した1人も日本語学校への進学で就学

 の在留資格を取得している。

 5.2.2日本での経験

 表15によると、現在の職業は11人中10人が会社員

 であり、11人中2人のみが共稼ぎである。現在の家族

 構成を見ると、平均世帯人員が3.5人であり、北区の

 平均世帯人員2.0人`12』Dを上回っており、扶養家族が多

 い傾向がある。現在の住宅所有形態は、11人中9人が

 公営住宅および公的賃貸住宅(UR賃貸住宅、都営住宅、

 表14来日前の状況と来日の経緯

 都民住宅)に居住しており、北区では8人中7人とな

 っている。収入と世帯構成が入居申請で限られている

 都営住宅以外は、自ら収入に見合った家賃と間取りで

 住宅を選んでいるため、11人中8人は個室を確保でき

 るが、中にはロンドンの過密居住に等しい居住状況が

 見られる。

 住民組織への参加に関しては、11人中5人が自治会

 に入っており、公営住宅の2人は自治会の役員をして

 いる。UR賃貸住宅の3人は会費のみ収めており、自治

 会の会合には日本語能力の問題から参加することを躊

 躇している。UR賃貸住宅で入会している③は、自治会

 を通して団地内の集会所を個人的に使用しており、バ

 ングラデシュ人同士の集まりに利用している。

 その他、調査対象者への聞き取りによれば、これま

 での経験から、民間賃貸への入居が拒否されたこと、

 日本人の保証人が必要と言われたことなどから、民間

 の不動産業者によって在留外国人への対応が異なって

 いることがわかった。その点、入居手続きが均一で分

 かりやすいUR賃貸住宅では、保証人の問題がなく、礼金・

 手数料・更新料が不要な点から、民間賃貸より入居し

 やすいと評価されている。

 5.2.3北区の調査対象者③の居住環境

 調査対象者③は王子神谷駅前のUR賃貸住宅に15年

 間入居している。図15のように、職場は地下鉄と鉄道

 で秋葉原に通っており、金曜の特別礼拝にはお昼休み

 を使って広尾のモスクに通っている。電車を使って移

 動する職場とモスク以外は自宅周辺の施設を利用して

 おり、徒歩や自転車で移動している。買い物に関して

 は、平日は通勤の行き帰りに利用できる団地内商店街

      No来日前の職業来日の目的来日の動機来日時の家族構成来日時の在留資格
      ①会社員進学同郷の先輩が学校を紹介単身(1999年に来日した弟と合流)就学
      ②会社員就労バングラデシュで日本企業が求人募集単身(2006年に妻を呼び寄せ)技能
      ③学生(大学)進学同郷の友人が仕事を紹介単身(1994年に妻を呼び寄せ)就学
      ④学生(高校)進学同郷の先輩が学校を紹介単身就学
      ⑤学生(高校)進学日本の奨学金がもらえた単身(2010年に妻を呼び寄せ)留学
      ⑥学生(高校)進学先に来日した兄の紹介単身(1988年に来日した兄と合流)就学
      ⑦幼児就労先に来日した父の呼び寄せ母と本人(1987年に来日した父と合流)家族滞在
      ⑧学生(大学)就労と進学同郷の友人が仕事を紹介単身(1996年に妻を呼び寄せ)就学
      ⑨学生(大学)進学日本の奨学金がもらえた単身(2001年に妻を呼び寄せ)留学
      ⑩学生(大学)進学同郷の友人が学校を紹介単身(1992年に妻を呼び寄せ)観光⇒就学
      ⑪学生(大学)結婚同郷の親戚を介してお見合い単身(1994年に来日した夫と合流)配偶者

 表15現在の職業と住宅事情

      No現在の職業現在の家族構成(歳)現在の住宅(所有形態,居住年数,住戸タイプ)家賃住民組織への参加
      ①会社員本人,妻,息子(7)UR賃貸住宅,2年,2DK約10万円なし(知っているが興味ない)
      ②会社員本人,妻,息子(0)UR賃貸住宅,3年,2DK約10万円なし(知らない)

      ③会社員(妻は自宅で英会話教室)本人,妻,娘(19),娘(15),息子(9)UR賃貸住宅,15年,2DK約10万円自治会に入っている(会費のみ)
      ④会社員本人(妻はカナダで別居)UR賃貸住宅,7ケ月,1DK約7.5万円なし(知っているが時間がない)
      ⑤会社員本人,i妻UR賃貸住宅,3年,2DK約11万円自治会に入っている(会費のみ)
      ⑥主婦(夫は会社員)夫,本人,娘(5),娘(3)UR賃貸住宅,6ヶ月,3DK約12万円なし(知っているが時間がない)
      ⑦専門学校生(父は会社員)父,母,本人,弟(8)都営住宅,9年(建替えで転居),3DK約5万円自治会の班長をしている
      ⑧会社員本人,妻,息子(13),娘(9)民間賃貸(集合住宅),13年,2K約7.5万円なし
      ⑨会社員(妻はパン屋でパート)本人,妻,息子(8)都民住宅,5年,3LDK約10万円なし

      ⑩会社員本人,妻,娘(17),娘(15),,自、子(5)民間分譲(中古,集合住宅),4年,3LDK約2300万円(ローン)自治会に入っている(会費のみ)
      ⑪自営業夫,本人,息子(4),娘(1)都営住宅,2年,3DK約5万円自治会の副会長をしている

 一73一  住総研研究論文集Nα38,2011年版



 を利用し、休日は東十条商店街や赤羽の大型ショッピ

 ングセンターに家族と自転車で移動している。ハラー

 ルフードの購入は、東十条もしくは赤羽の店に自転車

 で通っている。現在大学生である長女を含めた子ども3

 人は自宅から徒歩10分の公立の小中学校に通っており、

 自宅以外では日本語を用いて生活している。自宅では

 ベンガル語を用いているため、妻は日本語を話せない

 が、近所のバングラデシュ人の子どもを集めて自宅で

 週1回英語教室を開いている。

 UR賃貸住宅は図16のような11階建て片廊下型の住

 棟であり、図18のようにダイニング兼キッチン・和室・

 和室・浴室・トイレの2DKに居住している。15年前の

 入居当初は夫婦2人と子ども2人(娘4歳、娘0歳)

 だったが、現在は家族が増えて夫婦と子ども3人(娘

 19歳、娘15歳、息子9歳)の5人世帯で、南側の和室

 に夫婦と息子が、北側の和室に娘2人が就寝している。

 部屋の間仕切りが全て襖で音や気配が気になり、個室

 としてのプライバシーが保ちづらく、子どもの成長に

 伴い、個室の確保が問題となることが調査対象者への

 聞き取りでわかった。

 6まとめ

 バングラデシュとイギリスおよび日本の関係性に着

ル

 ノ堂校ヤ、

 モスク(広尾駅)

ゾ

 図15調査対象者③の生活拠点

 ・・曳趣、・
 °・、〔こ》、

 ・幡

 図16UR賃貸住宅  図17調査対象者③の寝室

 目して、アジア系バングラデシュ人の集住地であるタ

 ワーハムレッツ区、バングラデシュ国籍在留外国人の

 集住地である北区の居住環境について調査した結果と

 して、以下の5点が明らかとなった。

 ①バングラデシュ人の集住傾向

 タワーハムレッツ区では人口の33.43%がアジア系バ

 ングラデシュ人であり、特にバングラタウンは57.98%

 と極端に集住している。北区では人口の0.20%がバン

 グラデシュ国籍在留外国人を割合は少ないが、全国で

 最も集住している地域である。ただし、中国、韓国・

 朝鮮、フィリピンに次いで4番目に多い在留外国人で

 あり、タワーハムレッツ区のように単独のエスニック

 グループの集住地とは見なせない。

 ②エスニックグループの住み分け

 タワーハムレッツ区では、西部にはアジア系バング

 ラデシュ人、北部では黒人系、南部では中国人系と、

 エスニックグループの住み分けが進んでいる。北区で

 のバングラデシュ国籍在留外国人の住み分けは現在の

 統計資料では把握できないが、中国人が田端新町、韓国・

 朝鮮人が浮間と滝野川、フィリピン人が豊島で割合が

 多いことから、バングラデシュ人も特定の地区に偏っ

 ている可能性がある。

 ③公的な住宅への偏り

 タワーハムレッツ区では13人中12人が公営住宅ま

 たはHA住宅に居住し、住宅補助や公営住宅購i入権など

 低所得者向けの行政サービスを受けている。北区では

～
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 図18調査対象者③の住宅:平面図
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 公営住宅または公的賃貸住宅に11人中9人が居住して

 おり、入居手続きが簡易なUR賃貸住宅の割合が高く、

 公的な住宅の利点を活かしている。

 ④バングラデシュ人の居住環境と住宅問題

 タワーハムレッツ区では、多世帯居住や扶養児童の

 多さにより寝室の確保が困難であり、公営住宅および

 HA住宅に居住している12人中5人が過密居住となって

 いる。北区では11人中8人が個室を確保できるが、襖

 を使った続き問や、ダイニングとリビングの兼用が多

 いことから、プライバシーの確保は難しい状況である。

 ⑤住民組織への参加

 調査対象者の多くは、近隣の居住環境を自ら維持管

 理するという意識が低く、その必要性も感じていない。

 東京都営住宅での輪番制の自治会役員以外に、調査対

 象者の自主的な活動参加は見られず、住民組織の活動

 への理解不足と近隣とのコミュニケーション不足が原

 因と考えられる。

 よって、タワーハムレッツ区と北区に居住している

 バングラデシュ人は、国籍、出身地、親族や友人関係

 といった民族的出自に基づいて集住しており、低所得

 者や生活弱者向けの情報を共有し、公営住宅や行政サ

 ービス等の地域資源を定住への手段として活用してい

 る。日本においては、在留外国人の滞在の長期化や定

 住化が進んでおり、今後ますます公営住宅への依存が

 高まる可能性は大きい。将来的な多文化居住に備えて、

 日本の行政もイギリスと同様に公営住宅におけるエス

 ニックグループ別の居住状況を抑えておくことは非常

 に重要である。定住者としての居住環境への意識と地

 域社会への参画を向上していくためには、まず、公営

 住宅での個別の状況を踏まえた上で、在留外国人の理

 解度やニーズに応じて働き掛けていく必要がある。

 なお、本研究で得られた知見は、国際労働力移動の

 事例研究として一定の成果は得られているが、バング

 ラデシュ人特有のものかどうかは、今後、他のエスニ

 ックグループとの比較研究が必要とされるため、これ

 から進めていく個別のエスニックグループの居住環境

 に関する研究での課題として取り組んでいきたい。

 <注>
 1)「国際労働力移動jという用語に関して、本論における解釈

 として文12)を参照し、「労働力を担う者が国境を越えて、他
 国に就労機会を求めて移動していくこと」と定義する。この
 移動はより高い所得を求める経済的動機によって引き起こさ
 れ、開発途上国から先進国への移動という流れをなしている。

 2)「移民」という用語に関して、本論における解釈として文
 12)を参照し、「人口移動には内部移動と外部移動があり、
 この外部移動において国境を越える場合は国際人口移動と呼
 び、移動者を移民という」と定義する。途上国の人口爆発、
 先進諸国の出生減、労働力不足により国境を越える移民は、
 21世紀に地球規模で直面する全世界的な問題である。

 3)「海外出稼ぎ労働者」という用語に関して、本論における
 解釈として文12)を参照し、「母国での労働市場が狭いため、
 一定期間、別の国で就労している労働者」と定義する。季節
 工・臨時工として、低賃金と不安定な労働条件下に置かれる
 ことが多い。現在、開発途上国からの外国人労働者の増加が、

 先進諸国で社会問題化している。
 4)「プッシュ=プル要因」という用語に関して、本論における解
 釈として文12)を参照し、「農村から都市への出稼ぎ者、移住民、
 第三世界から先進国への移民など人口・労働力の移動の原因に
 ついて、その土地を離れることになった要因をプッシュ要因、
 移住先からの誘因をプル要因という」と定義する。

 5)「エスニックグループ」という用語に関して、本論における
 解釈として文12)を参照し、「言語、宗教、歴史的集合体験
 等の文化的指標による集団的境界をもち、集団メンバーの所
 属意識により括られるカテゴリーである」と定義する。

 6)「多文化居住」という用語に関して、本論における解釈とし
 て文11)文12)を参照し、「生活様式や社会習慣、ものの考
 え方などが民族的出自によって異なる文化を互いに尊重し共
 生すること」と定義する。

 7)「エスニックネットワーク」という用語に関して、本論にお
 ける解釈として文11)を参照し、「エスニックグループを構
 成する諸個人や集合体がつくり合う関係を指示する概念」と
 定義する。親族・近隣・友人などの間に広がるエスニックグ
 ループへの帰属関係に基づき、個人の行動に影響を与え、個
 人が抱える課題の解決に寄与する。

 8)「居住環境」という用語に関して、本論における解釈として
 文11)を参照し、「人間の住生活とそれを取りまく身近な地
 域の諸条件を指す。大別して、住宅・居住地・近隣…など生活
 を維持するための物理的条件と、社会関係・家族関係・生活
 習慣など文化に基づく社会的条件に分けられる」と定義する。

 9)「連鎖移民」という用語に関して、本論における解釈として
 文14)を参照し、「一国からの移民の出身地が、その一国の
 なかでも比較的に限定された狭い地域からの出身者である現
 象」と定義する。一人の移民の成功が、同じ地域の他の人々
 を移民へと駆り立てる。

 10)「アジア系バングラデシュ人」はイギリス国家統計局が統
 計に用いているエスニックグループの名称「AsianorAsian
 British:Bangladeshi」の和訳として用いており、本論では
 バングラデシュ出身の移民を総称している。

 11)イギリス国家統計局の「2008-2009年人口推計」を参照し、
 筆者算定および作成

 12)法務省入国管理局の「平成20,21年在留外国人統計」およ
 び総務省の「平成20,21年住民基本台帳人口」を参照し、筆
 者算定および作成

 13)1990年に出入国管理及び難民認定法が改正され、在留資
 格制度が再編されている。許容される活動内容、あるいは地
 位・身分等に基づき、別表において27の在留資格を設けて
 いる。その中で、日系二世に対して「日本人の配偶者等」、
 日系三世に対して「定住者」という日本での活動に制限がな
 い在留資格を与え、実質的に安価な労働力として受け入れて
 いる。文21)参照

 14)「アジア系バングラデシュ人」はイギリス国家統計局が統
 計に用いているエスニックグループの名称「AsianorAsian

 British:Bangladeshi」の和訳として用いており、本論では
 バングラデシュ出身の移民を総称している。

 15)インナーロンドンはロンドンの都心部を示し、中心業務地
 域のシティオブロンドン(CityofLondon)と、その外周に
 位置する小規模工業や商業、住宅が混在する13のロンドン
 特別区を含んでいる。

 16)アウタ・-nンドンはロンドンの外縁部を示し、インナーロ
 ンドンを囲む宅地開発が進む郊外の19のロンドン特別区を
 含んでいる。

 17)イギリス国家統計局の2009年人口推計を参照し筆者算定
 および作成

 18)日本法務省入国管理局および東京都総務局統計部の2009
 年在留外国人統計を参照し筆者算定および作成

 19)イギリス国家統計局の2009年人口推計を参照し筆者算定
 および作成

 20)東京都総務局統計部の2005年国勢調査東京都区市町村別
 報告を参照し筆者算定および作成

 21)「過密居住」という用語に関して、本論における解釈とし
 て文10)を参照し、「居住密度が一定の限界を超えた状態」
 と定義する。イギリスの居住密度は住戸面積ではなく、プラ
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 イバシーを確保できる寝室数と性別世帯人員数が単位となっ
 ており、夫婦に1寝室、同性の子ども二人に1寝室と、寝室
 数で住宅が割り当てられる。

 22)「HA住宅」という用語に関して、本論における解釈として
 文10)を参照し、「特別区から移管された公営住宅およびそ
 の他施設で構成される近隣エリア」と定義する。

 23)2001年国勢調査に基づくタワーハムレッツ・ロンドン特
 別区統計を参照し筆者算定および作成

 24)家庭内性犯罪を防止する目的で、親子や異性の兄弟姉妹の
 就寝分離が必要とされていることがタワーハムレッツホーム
 ズでの聞き取りでわかった。プライバシーの確保が非常に重
 要視され、入居申請できる公営住宅での寝室の割当てが「タ
 ワーハムレッツ・ロンドン特別区:公営住宅入居申請基準」
 で規定されている。

 25)公営住宅の移管を進めているタワーハムレッツ・ロンドン
 特別区では、特別区直轄で住宅サービスを供給しているタワ
 ーハムレッツホームズが公営住宅の管理・修繕・運営を取り
 まとめている。タワーハムレッツホームズでの聞き取りの際
 に入手した資料によると、公営住宅が供給している住戸タイ
 プは、0寝室(4.7%)、1寝室(21.7%)、2寝室(39.5%)、3
 寝室(28.3%)、4寝室(5.0%)、5寝室(O.7%)、6寝室(0.1%)、
 7寝室(O.1%)という害1」合になっている。

 26)「住宅補助」という用語に関して、本論における解釈とし
 て文6)を参照し、「家賃負担の軽減を図るために公的に提供
 される補助金」と定義する。個々の借家人に支払う方式と家
 主側に支払う方式があり、イギリスの住宅補助は後者である。

 27)「公営住宅購入権」という用語に関して、本論における解
 釈として文10)を参照し、「居住中の公営住宅を持家として
 所有する権利を与える居住者優先の制度」と定義する。居住
 者がモーゲージ(抵当権)を使い不動産を担保にした住宅ロ
 ーンを借り、行使期間内に所定の金額で公営住宅を買い取る。

 28)「フラット式住宅」という用語に関して、本論における解
 釈として文10)を参照し、「各住戸が一層で構成されている
 集合住宅の住戸形式」と定義する。

 29)東京都総務局統計部の2005年国勢調査東京都区市町村別
 報告を参照

,pp.1355-1363,2010

 10)社団法人日本建築学会編:建築学用語辞典,岩波書店
,1993

 11)森岡清美他編:新社会学辞典,有斐閣,1993
 12)濱嶋朗他編:社会学小辞典(新版増補版),有斐閣,2005
 13)小玉徹,大場茂明,檜谷美重子,平山洋介:欧米の住宅政
 策イギリス・ドイツ・フランス・アメリカ,ミネルヴァ書
 房,1999

 14)小井戸彰宏編著:移民政策の国際比較,明石書店,2008
 15)富岡次郎:イギリスにおける移民労働者の住宅問題,明石
 書店,1992

 16)長谷安朗他編1バングラデシュの海外出稼ぎ労働者,明石
 書店,1993
17)ElaineKempson:OvercrowdingillBanga!adeshi
households,Po!icyStudiesInstitute,1999

18)UKNationalStatistics:UnitedKingdomCensus2001,UK
NationalStatisticsPublication,2004

 19)イギリス国家統計局:UKNationalStatistics,http二//
www.towerhamlets.gov.uk/1gsl/351-400/
 367_census_information.aspx,(2011-09-01参照)

 20)タワーハムレッツ・ロンドン特別区:2001Census-

LBTHWardPrQfiles,http://www.olls.gov.uk/ons/index.
 html,(2011-09-01参照)

 21)法務省入国管理局:在留資格一覧表,http://w、Vlv.moj.
 go.jp/NYUKAN/NYUKANHO/ho12.html,(2011-09-Ol参照)

 22)法務省入国管理局:在留外国人統計(統計開始は昭和34年、
 以降、昭和39,44,49,60,62年、平成1,3,5,7-20年は統計あ
 り※明記した以外の年は統計をとっていない),法務図書館

 23)法務省大臣官房司法法制部司法法制課:出入国管理統計年
 報(統計開始は昭和36年、以降毎年統計あり),法務図書館
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